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消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ス

男
女
共
同
参
画
社
会

問
い
合
わ
せ
先
　
企
画
調
整
課
共
生
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働
推
進
係
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�
１
３
１
１
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１
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問
い
合
わ
せ
先
　
消
費
生
活
相
談
窓
口
（
地
域
振
興
課
内
）　
☎
�
１
３
１
１
○内　　　　　　　　　　　　１
２
５
９

　
平
成
３
年
か
ら
20
年
間
で
介
護
者
数

は
約
２
倍
に
増
加
し
、
特
に
男
性
の
割

合
が
大
き
く
伸
び
て
い
ま
す
。

　
主
な
介
護
の
担
い
手
の
中
心
は
女
性

で
、
年
齢
別
で
は
男
女
と
も
50
～
60
歳

代
が
全
体
の
５
～
６
割
を
占
め
、
仕
事

を
持
つ
中
高
年
介
護
者
が
増
え
て
い
ま

黄
色
い
リ
ボ
ン
�

す
。
そ
の
た
め
介
護
を
理
由
と
す
る
離

職
者
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
女
性
の
社
会
進
出
に
伴
う
共
働
き
世

帯
の
増
加
な
ど
か
ら
、
男
性
離
職
者
の

比
率
も
確
実
に
上
昇
し
て
い
ま
す
。

　「
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
」
と
い
う

視
点
だ
っ
た
の
が
高
齢
化
が
進
む
と

「
仕
事
と
介
護
の
両
立
」
の
ワ
ー
ク
ラ

イ
フ
バ
ラ
ン
ス
も
重
要
に
な
っ
て
き
ま

す
。

　
介
護
を
理
由
と
す
る
離
職
を
防
ぐ
こ

と
は
、
労
働
者
だ
け
で
な
く
、
企
業
や

社
会
全
体
に
と
っ
て
も
重
要
な
意
味
を

も
っ
て
い
ま
す
。

　
だ
れ
も
が
幸
せ
に
暮
ら
す
た
め
に
社

会
全
体
で
、
介
護
を
し
な
が
ら
で
も
働

き
続
け
ら
れ
る
職
場
環
境
の
整
備
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

女
性
サ
ロ
ン
室

開
催
日
　
３
月
５
日
（
水
）・
19
日
（
水
）

時
　
間
　
13
時
30
分
～
16
時

場
　
所
　
大
口
仲
町
旧
安
楽
ヨ
シ
子
様
宅

女
性
サ
ロ
ン
室
連
絡
先

☎
０
９
０
・
３
０
１
６
・
３
６
６
０

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
と
は

　
消
費
者
が
訪
問
販
売
や
電
話
勧
誘
販

売
な
ど
で
契
約
し
て
し
ま
っ
た
場
合
、

一
定
期
間
内
で
あ
れ
ば
無
条
件
で
契
約

を
解
除
で
き
る
制
度
で
す
。

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き
る
期
間

訪
問
販
売
【
8
日
間
】

　
事
業
者
の
店
舗
や
営
業
所
等
以
外
で

の
契
約
。

※
キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス
、
ア
ポ
イ
ン
ト

　
メ
ン
ト
セ
ー
ル
ス
、
催
眠
商
法
（
ハ

　
イ
ハ
イ
学
校
）
を
含
む
。

電
話
勧
誘
販
売
【
8
日
間
】

　
事
業
者
か
ら
電
話
で
勧
誘
を
受
け
た

契
約
。

特
定
継
続
的
役
務
提
供
【
8
日
間
】

　
5
万
円
を
超
え
る
エ
ス
テ
・
語
学
教

室
・
学
習
塾
・
家
庭
教
師
・
パ
ソ
コ
ン

教
室
・
結
婚
相
手
紹
介
サ
ー
ビ
ス
等
を

継
続
的
に
行
う
契
約
。

※
店
舗
で
の
契
約
を
含
む
。

訪
問
購
入
取
引
【
8
日
間
】

　
店
舗
以
外
の
場
所
で
事
業
者
が
消
費

者
か
ら
物
品
を
買
い
取
る
契
約
。

※
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
中
は
、
物

品
の
引
渡
し
を
拒
む
こ
と
が
で
き
る
。

※
自
動
車
、
家
電
、
家
具
、
書
籍
、
有

　
価
証
券
、Ｃ
Ｄ
な
ど
は
ク
ー
リ
ン
グ
・

　
オ
フ
制
度
の
適
応
除
外
。

連
鎖
販
売
取
引
【
20
日
間
】

　
他
の
人
を
勧
誘
し
て
販
売
組
織
に
加

入
さ
せ
る
と
利
益
が
得
ら
れ
る
と
言
っ

て
商
品
を
買
わ
せ
る
、
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
さ
せ
る
な
ど
の
金
銭
的
負
担
を
さ
せ

る
契
約
（
マ
ル
チ
商
法
）。

※
店
舗
で
の
契
約
を
含
む
。

業
務
提
供
誘
引
販
売
取
引
【
20
日
間
】

　
事
業
者
が
提
供
・
あ
っ
せ
ん
す
る
仕

事
を
す
れ
ば
収
入
が
得
ら
れ
る
と
勧
誘

し
、
仕
事
に
必
要
で
あ
る
と
し
て
商
品

を
買
わ
せ
る
、
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
さ
せ

る
な
ど
の
金
銭
的
負
担
を
さ
せ
る
契
約

（
内
職
商
法
）。

※
店
舗
で
の
契
約
を
含
む
。

「
仕
事
と
介
護
の
両
立
～

離
職
せ
ず
に
働
き
続
け
る
た
め
に
」

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
と
対
象
取
引

資料出所：総務省「社会生活基本調査」（平成 23 年）

男女別介護者数及び介護者に占める女性の割合の推移
（千人） （％）
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問
い
合
わ
せ
先
　
健
康
増
進
課
健
康
推
進
係
　
☎
�
１
３
１
１
○内　　　　　　　　　　　　１
２
１
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あ
な
た
も
、
大
切
な
人
の
「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
」
に
な
っ
て

く
だ
さ
い
。
特
別
な
こ
と
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
な
た
の
大

切
な
人
が
、
い
つ
も
と
様
子
が
違
う
な
、
疲
れ
て
い
る
み
た
い

だ
な
と
感
じ
た
ら
、「
最
近
疲
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？
」
と
声
を

か
け
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
一
言
を
き
っ
か
け
と
し
た
関
わ
り
が
、

あ
な
た
の
大
切
な
ひ
と
の
こ
こ
ろ
の
健
康
を
守
る
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
。

 ・うつ病の症状。
 ・原因不明の身体の不調が長引く。
 ・酒量が増す。
 ・安全や健康が保てない。
 ・仕事の負担が急に増える、大きな
　 失敗をする、職を失う。
 ・職場や家庭でサポートが得られない。
 ・本人にとって価値あるものを失う。
 ・重症の身体の病気にかかる。
 ・自殺を口にする。

　
３
月
は
、「
自
殺
対
策
強
化

月
間
」
で
す
。

　
日
本
の
自
殺
者
は
、
平
成
24

年
は
３
万
人
を
下
回
り
ま
し
た

が
、
平
成
10
年
以
降
毎
年
３
万

人
を
超
え
る
状
況
が
続
い
て
い

ま
す
。
市
で
も
平
成
21
年
に
15

人
、
平
成
22
年
に
17
人
、
平
成

23
年
は
10
人
を
下
回
り
ま
し
た

が
、
平
成
24
年
は
13
人
の
方
が

自
殺
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
ろ
に
た
ま
っ
た
疲
れ
を

そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
心

身
に
さ
ま
ざ
ま
な
悪
影
響
を
及

ぼ
し
ま
す
が
、
も
っ
と
も
不
幸

な
出
来
事
の
ひ
と
つ
が
自
殺
で

す
。
自
殺
は
、
個
人
の
自
由
な

意
思
や
選
択
の
結
果
で
は
な
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
要
因
に
よ
っ
て
心

理
的
に
追
い
込
ま
れ
た
末
の
死

で
す
。

　
自
殺
を
思
い
つ
め
た
人
は
、

悩
み
な
が
ら
も
何
ら
か
の
こ
こ

ろ
の
サ
イ
ン
（
自
殺
の
サ
イ

ン
）
を
発
し
て
い
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
サ
イ
ン
に
対

し
、「
い
つ
も
と
様
子
が
違
う
」

と
い
う
周
囲
の
人
の「
気
づ
き
」

が
大
事
で
す
。

★
わ
た
し
た
ち
に
で
き
る
こ
と

　
皆
さ
ん
は
「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ

ー
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
か
。

　「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
」
と
は
、

周
囲
の
変
化
に
気
づ
い
て
、
ゆ

っ
く
り
じ
っ
く
り
と
話
を
聞
き
、

相
談
機
関
を
紹
介
し
、
温
か
く

見
守
り
続
け
る
人
の
こ
と
で
す
。

「誰かに悩みを話したい…でも、
自分には誰もいない」と思う時は、
私たちに相談ください。

気づいてください　
こころのサイン

「
鹿
児
島
い
の
ち
の
電
話
」

　
☎
０
９
９
・
２
５
０
・
７
０
０
０

相
談
日
　
24
時
間
年
中
無
休

「
鹿
児
島
こ
こ
ろ
の
電
話
」

　
☎
０
９
９
・
２
２
８
・
９
５
６
６

　
☎
０
９
９
・
２
２
８
・
９
５
６
７

相
談
日
　
月
～
金

相
談
時
間
　
９
時
～
16
時
30
分

「
鹿
児
島
県
自
殺
予
防
情
報
セ
ン
タ
ー
」

　
☎
０
９
９
・
２
２
８
・
９
５
５
８

相
談
日
　
月
・
木

相
談
時
間
　
９
時
～
12
時

　
　
　
　
　
13
時
～
16
時

＊
面
談
の
場
合
は
、
事
前
の
電
話
予
約

　
が
必
要

【相談窓口】
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南三陸だより
Minamisanriku　Town

Vol. 23

　

　

レ シ ピ 「かごしまのおかず（開港舎）」より

おぼろ汁

〈作り方〉　
①ほうれん草はやわらかく茹でる。水に
　とってから水気を絞り、みじん切りに
　する。
②だいこんは皮をむいてすりおろし、水
　をきる。
③鍋にだし汁を入れて火にかけ、①を入
　れ、薄口醤油・酒で調味する。煮立っ
　たら②を加えてひと煮する。

「さっぱり栄養満点」生
Vol.41

　
南
三
陸
町
で
初
め
て
の
冬
を

迎
え
、
人
生
初
の
除
雪
作
業
を

経
験
し
ま
し
た
。
こ
ち
ら
の
雪

は
伊
佐
で
降
る
雪
と
比
べ
る
と

『
サ
ラ
サ
ラ
』
し
て
い
る
印
象

で
す
が
、
除
雪
作
業
を
し
て
み

る
と
想
像
し
て
い
た
よ
り
も
重

労
働
で
翌
日
は
筋
肉
痛
で
起
き

る
の
も
大
変
で
し
た
。

　
昨
年
は
、
復
興
の
柱
と
な
る

高
台
集
団
移
転
事
業
や
災
害
公

営
住
宅
の
建
設
に
着
手
し
、
今

年
の
４
月
頃
か
ら
は
完
成
し
た

高
台
造
成
地
で
住
宅
建
築
が
始

ま
る
見
通
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
私
が
担
当
し

て
い
る
住
宅
再

建
相
談
窓
口
で

は
、
昨
年
８
月

に
相
談
を
受
け

始
め
た
頃
に
、

「
い
つ
建
て
ら

れ
る
か
わ
か
ら

ん
」
と
不
安
だ
っ
た
人
達
も
、

実
際
に
完
成
し
た
土
地
を
見
て

「
や
っ
と
、
い
な
が
建
て
ら
れ
る

（
や
っ
と
家
が
建
て
ら
れ
る
）」

と
笑
顔
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
高
台
の
造

成
工
事
は
全
体
の
９
割
が
未
完

成
の
た
め
、
ま
だ
ま
だ
長
い
道

の
り
で
あ
り
、
最
も
大
き
い
市

街
地
は
平
成
29
年
度
の
完
成
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　
住
宅
再
建
支
援
の
業
務
を
担

当
し
て
い
る
関
係
で
、
た
く
さ

ん
の
町
民
の
方
と
接
し
て
き
ま

し
た
が
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
復

興
に
対
す
る
思
い
、
姿
勢
に
驚

か
さ
れ
て
ば
か
り
で
す
。
今
年

か
ら
は
、
南
三
陸
町
内
の
各
地

区
で
復
興
の
進
捗
が
目
に
見
え

る
形
で
明
ら
か
に
な
り
ま
す
。

　
南
三
陸
町
で
過
ご
す
時
間
を

大
切
に
１
日
も
早
い
復
興
の
た

め
精
一
杯
尽
力
し
よ
う
と
思
い

ま
す
。
　
　
　
　（
濱
川
智
弘
）

〈材　料〉４人分
ほうれん草　　200g
だいこん　　　100g
だし汁　　　　４カップ
薄口醤油　　　大さじ２
酒　　　　　　大さじ２

お
ぼ
ろ
汁

住宅相談会の様子

▲宮城県で発見 !!
　伊佐の王様「イーサキング」
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図書館へようこそ

Welcome to Library

問い合わせ先
大口図書館（大口ふれあいセンター内）　　　　　　　☎�０４１７
菱刈図書館（菱刈ふるさといきがいセンター内）　　　☎�３０００

【今月の新刊本】

　  は休館日
　  はイベント
開館時間　火 ～ 土：９時～ 18 時
　　　　　日・祝日：９時～ 17 時

23
30

24
31

【おすすめの一冊】（新刊全点案内より引用）

児  童 一  般

　ちょっと厳しいおばあ
ちゃんの家に、おひなさ
まをかざるお手伝いに行
ったゆい。七段飾りのお
ひなさまの重箱の中身が
気になってしまい、おば
あちゃんが部屋を出たす
きにそっと開けると…。
　

　惨殺現場に残された
「怒」の血文字。殺人
事件から１年後の夏。
房総の漁港で暮らす洋
平・愛子親子の前に田
代が現れ、ゲイの優馬
は直人と出会い、女子
高生・泉は田中と知り
合う…。　

ひなまつりのお手紙　（作）まはら三桃（絵）朝比奈かおる

（出版：講談社） （出版：中央公論新社）

怒り　上　吉田修一

【　児　童　】
がっこうのおばけずかん 斉藤洋
あたらしい子がきて 岩瀬成子
えをかくかくかく エリック・カール
透明人間になった男の子のはなし サリー・ガードナー
あかいありのぼうけんえんそく かこさとし

【　一　般　】
月光の誘惑 赤川次郎
山桜記 葉室麟
首折り男のための協奏曲 伊坂幸太郎
春、戻る 瀬尾まいこ
左目に映る星 奥田亜希子

【イベント情報】
ふれあいメルヘンひろば
日　時　３月 22 日（土）10:30 ～ 11:00
場　所　大口図書館
内　容　図書館ボランティア「ぎんなん」による大型絵本
　　　　や紙芝居の読み聞かせ

　海音寺潮五郎記念事業の一環として、２月１日に
開催した直木賞作家「山本一力氏」の講演会は、会
場となった菱刈環境改善センターを 350 人余りが埋
め尽くし活気ある講演会となりました。

○

【３月の図書館カレンダー】

○
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問
い
合
わ
せ
先
　
伊
佐
警
察
署
　
☎
�
０
１
１
０

１
１
０
番  

だ
よ
り

高
齢
者
の
道
路
横
断
時
の
死
亡
事
故
多
発

　
今
年
に
入
り
、
県
内
で
は
、
65
歳
以

上
の
高
齢
者
の
死
亡
事
故
が
多
発
し
て

い
ま
す
。
特
に
、
道
路
横
断
中
の
高
齢

者
が
車
に
は
ね
ら
れ
る
事
故
が
続
発
し

て
い
ま
す
。
市
内
で
も
、
本
年
１
月
に
、

国
道
を
横
断
中
の
高
齢
者
が
車
に
は
ね

ら
れ
て
死
亡
す
る
事
故
が
発
生
し
た
ば

か
り
で
す
。

　
そ
こ
で
、
今
回
は
、
高
齢
者
の
方
々

に
、
道
路
を
歩
く
と
き
に
注
意
し
て
も

ら
い
た
い
事
故
防
止
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹

介
し
ま
す
。

①
歩
道
の
あ
る
道
路
で
は
歩
道
を
歩
き

　
ま
し
ょ
う
。

②
歩
道
の
な
い
道
路
は
、
車
の
様
子
が

　
わ
か
る
よ
う
に
道
路
右
側
を
歩
き
ま

　
し
ょ
う
。

③
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
、
少
々
遠

　
回
り
で
も
横
断
歩
道
を
渡
り
ま
し
ょ

　
う
。

④
横
断
歩
道
が
な
い
と
き
は
、
左
右
の

　
見
通
し
の
良
い
場
所
で
必
ず
立
ち
止

　
ま
り
、
右
・
左
の
安
全
を
確
認
し
て

問
い
合
わ
せ
先
　
企
画
調
整
課
共
生
協
働
推
進
係
　
☎
�
１
３
１
１
○内　
１
１
２
７

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
通
信

　
　
　「

地
域
」
づ
く
り
は
「
人
」
づ
く
り

　
か
ら
渡
り
ま
し
ょ
う
。

⑤
通
行
量
の
多
い
道
路
で
の
無
理
な
横

　
断
は
大
変
危
険
で
す
の
で
絶
対
や
め

　
ま
し
ょ
う
。

⑥
暗
い
時
間
の
外
出
は
、
白
色
や
明
る

　
い
色
の
服
装
に
心
が
け
、
夜
光
反
射

　
材
を
着
け
て
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
存
在

　
を
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

　

　
地
域
の
総
意
に
よ
る
課
題
解
決
や
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
協
議
会
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通

じ
、
地
域
の
安
全
や
住
み
よ
い
街
づ
く

り
の
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
、
一
番
の
課
題
と
さ
れ
て

い
る
の
は
、
役
員
な
ど
組
織
内
の
人
材

確
保
や
、
既
存
事
業
を
改
善
発
展
さ
せ

る
熱
意
や
発
想
力
を
持
っ
た
後
継
者
な

ど
「
人
」
で
す
。

　
核
家
族
化
が
進
み
、
個
人
の
活
動
が

多
様
化
し
た
今
、
地
域
活
動
に
積
極
的

に
関
わ
る
「
人
」
は
減
少
し
て
い
ま
す
。

運
営
が
で
き
な
い
と
事
業
を
廃
止
す
る

こ
と
は
簡
単
で
す
が
、
事
業
に
よ
っ
て

保
た
れ
て
い
た
地
域
の

絆
は
弱
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
市
で
は
「
い
さ
ッ
！
感
動
体

験
み
ら
い
塾
」
を
開
講
し
ま
す
。
語
り

合
い
の
中
、「
人
」
が
動
き
「
地
域
」

が
動
き
、
そ
し
て
「
人
」
が
感
動
す
る

こ
と
で
、
次
世
代
の
地
域
づ
く
り
を
進

め
る
、「
人
」
を
育
て
る
た
め
の
取
組

み
で
す
。

　
受
講
す
る
こ
と
で
役
員
や
事
業
へ
の

参
加
を
強
要
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
地
域
で
暮
ら
す
「
人
」
づ
く
り
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。（
募
集
内
容

は
７
頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

イベント情報

★秀吉の道ウォーク in 針持

★ウォーク in 田中

★本城おきな草春まつり

時　間　受付８:00 ～
集　合　田中ふるさと館
参加費　1,000 円（昼食代含む）
問事務局　　　　　　☎�5288

３月    ９日 日

日３月16日

時　間　受付９:30 ～
集　合　針持校区コミュニティ
　　　　協議会前
参加費　1,000 円（昼食代含む）
問事務局　　　　　　☎�2662

高齢者交通安全教室（鳥巣上）

運転適性検査中

時　間　10:00 ～
会　場　本城校区集会施設周辺
内　容　バザー・演芸会・絵葉
　　　　書コンテスト表彰式な
　　　　ど
問事務局　　　　　　☎� 4639




